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将
来
を
見
据
え
た
事
務

量
と
職
員
の
適
正
な
配
置

や
、
採
用
・
育
成
に
つ
い

て
、

①
震
災
か
ら
10
年
と
な
る

平
成
33
年
時
点
で
の
人
口

予
測
と
、
根
拠
を
求
め
ま

す
。

②
人
口
の
減
少
を
考
慮
し

た
政
策
・
業
務
遂
行
す
る

職
員
定
数
の
見
直
し
等
も

考
慮
す
べ
き
で
は
あ
り
ま

せ
ん
か
。

③
今
年
３
月
定
例
議
会
で

一
般
質
問
し
た
職
員
育
成

は
、
来
年
度
か
ら
実
現
す

る
の
で
す
か
。

　

今
後
、
若
者
世
帯
や
子

育
て
世
代
が
移
り
住
む
事

が
想
定
さ
れ
、
一
刻
も
早

い
虐
待
防
止
推
進
へ
の
取

り
組
み
が
必
要
で
あ
る
と

考
え
ま
す
が
、

①
子
ど
も
の
命
が
な
く
な

る
よ
う
な
痛
ま
し
い
事
件

を
起
こ
さ
な
い
た
め
の
児

童
虐
待
防
止
対
策
に
向
け

た
方
針
は
。

②
文
科
省
と
厚
生
労
働
省

が
学
校
・
保
育
所
か
ら
市

町
村
等
へ
の
定
期
的
な
情

報
提
供
に
関
す
る
指
針
を

示
し
て
い
ま
す
が
、
当
町

に
も
こ
の
指
針
の
よ
う
な

　

日
常
的
に
使
用
さ
れ
て

い
る
生
活
林
道
に
、
規
定

よ
り
は
み
出
し
た
支
障
枝

葉
が
あ
る
路
線
が
あ
る

が
、

①
支
障
枝
葉
を
、
計
画
で

継
続
的
に
伐
採
除
去
を
図

る
事
は
出
来
な
い
か
。

②
交
通
の
安
全
安
心
、
緊

急
車
両
等
の
通
行
等
、
災

害
へ
の
備
え
と
道
路
環
境

の
改
善
を
図
る
本
施
策
を

是
非
講
じ
て
頂
き
た
い
。

③
継
続
的
手
入
れ
と
枝
葉

の
除
去
を
図
る
べ
き
で
は

あ
り
ま
せ
ん
か
。

①
第
五
次
広
野
町
町
勢
振

興
計
画
に
お
い
て
、
雇
用

創
出
、
住
宅
施
策
事
業
等

を
展
開
す
る
こ
と
で
、
平

成
37
年
の
人
口
を
５
千
人

と
し
て
い
ま
す
。

②
復
興
創
生
期
間
終
了
後

に
見
直
し
を
検
討
し
ま

す
。

③
平
成
33
年
度
か
ら
平
成

34
年
度
に
職
員
派
遣
を
予

定
し
て
い
ま
す
。

①
安
全
確
保
を
最
優
先

に
、
早
い
段
階
か
ら
予
防

に
努
め
、
地
域
の
つ
な
が

り
、
迅
速
な
対
応
、
虐
待

を
受
け
た
子
ど
も
の
自
立

支
援
等
、
切
れ
目
な
い
支

援
体
制
を
つ
く
り
ま
す
。

②
こ
ど
も
家
庭
課
よ
り
教

育
委
員
会
へ
定
期
的
な
情

報
提
供
を
依
頼
し
、
必
要

に
応
じ
て
個
別
ケ
ー
ス
会

議
等
を
開
催
し
て
お
り
、

取
り
決
め
は
し
て
い
ま
せ

ん
。

③
ポ
ス
タ
ー
や
役
場
庁
舎

電
光
掲
示
板
で
の
啓
発
、

広
報
紙
へ
の
掲
載
や
虐
待

防
止
の
ボ
ー
ル
ペ
ン
を
作

成
し
て
学
校
等
関
係
機
関

に
配
布
し
周
知
・
啓
発
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

①
除
去
が
必
要
な
所
は
限

定
さ
れ
、
広
範
囲
に
渡
る

こ
と
は
無
い
こ
と
か
ら
、

こ
れ
ま
で
通
り
、
車
両
の

通
行
が
危
険
と
思
わ
れ
る

所
を
実
施
し
て
い
き
ま

す
。

②
民
地
か
ら
の
支
障
枝
葉

は
あ
く
ま
で
所
有
者
の
財

産
で
あ
り
、
責
任
を
持
ち

適
正
に
維
持
管
理
を
し
て

い
た
だ
く
か
、
道
路
管
理

者
が
伐
採
を
す
る
か
を
そ

の
つ
ど
協
議
判
断
し
実
施

し
て
い
き
ま
す
。

③
町
道
、
農
道
、
林
道
等

生
活
道
路
は
同
様
に
対
応

し
て
い
き
ま
す
。

　

障
害
者
の
雇
用
の
促
進

等
に
関
す
る
法
律
に
基
づ

き
、
今
年
度
、
本
町
の
雇

用
率
は
３
・
９
％
で
、
国

で
定
め
る
法
定
雇
用
率

２
・
５
％
を
満
た
し
て
い

ま
す
。

町
長

町
長

町
長

町
長

門
馬

門
馬

「元気な町」事務量と職員「元気な町」児童虐待防止

適
正
な
配
置
・
採
用
と
育
成
は

町
長
／
復
興
創
生
期
間
終
了
後
に
見
直
し
検
討

支
障
枝
葉
の
伐
採
除
去
・
手
入
れ
を
図
れ

町
長
／
車
両
通
行
が
危
険
な
場
所
を
実
施
し
て
い
く

　

障
害
者
雇
用
促
進
法
に

よ
り
、
民
間
企
業
が
２
・

２
％
・
地
方
自
治
体
２
・

５
％
・
都
道
府
県
教
育
委

員
会
２
・
４
％
以
上
を
雇

用
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い

る
。
本
町
は
こ
の
数
値
は

ク
リ
ア
出
来
て
い
る
の
で

す
か
。

門
馬 県派遣研修障害者雇用

法による数値はクリアしているか
町長／法定雇用率を満たしている

遠
藤

　

ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
の
離
着

陸
場
に
指
定
さ
れ
て
い
る

総
合
グ
ラ
ン
ド
の
周
囲
に

は
小
学
校
や
児
童
館
、
保

健
セ
ン
タ
ー
が
隣
接
し
、

今
後
認
定
子
ど
も
園
、
高

校
本
校
舎
が
完
成
す
れ

ば
、
一
大
教
育
エ
リ
ア
と

な
り
ま
す
が
、
万
が
一
、

航
空
事
故
が
発
生
し
た
場

合
に
被
害
は
甚
大
な
も
の

と
考
え
ま
す
。

　

い
じ
め
防
止
対
策
推
進

法
の
な
か
で
、
地
方
公
共

団
体
が
実
施
す
べ
き
施
策

を
定
め
て
お
り
、
町
は
条

例
を
制
定
し
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま

す
が
、
い
じ
め
防
止
基
本

方
針
そ
の
も
の
が
あ
ま
り

認
識
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

　

基
本
的
な
理
念
や
体
制

を
示
す
「
い
じ
め
防
止
基

本
方
針
」
を
早
急
に
周
知

し
、
広
く
理
解
し
て
い
た

だ
く
取
り
組
み
が
必
要
と

考
え
ま
す
。

　

事
業
主
体
の
公
立
学
校

法
人
福
島
県
立
医
科
大
学

付
属
病
院
及
び
双
葉
地
方

広
域
市
町
村
圏
組
合
と
協

議
し
な
が
ら
取
り
組
ん
で

い
き
ま
す
。

　

い
じ
め
の
問
題
へ
の
取

り
組
み
の
重
要
性
は
、
町

民
全
体
に
認
識
を
広
め
、

地
域
、
家
庭
が
一
体
と

な
っ
て
取
り
組
み
を
推
進

す
る
普
及
啓
発
が
必
要
で

す
。

　

引
き
続
き
、
小
中
学
校

と
の
連
携
を
密
に
し
、
い

じ
め
に
よ
る
事
態
が
発
生

す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、

早
期
発
見
と
迅
速
な
対
応

に
取
り
組
み
ま
す
。

文
教
施
設
以
外
の
離
着
陸
場
に

町
長
／
協
議
し
な
が
ら
取
り
組
ん
で
い
く

遠
藤

遠
藤

町
長

ヴィレッジ新駅ドクターヘリ

県派遣研修いじめ防止

基本方針の早急な取り組みを
教育長／早期発見・迅速な対応に取り組む

対策へ向けた方針は
町長／切れ目なく支援する体制をつくる

教
育
長

取
り
決
め
や
、
情
報
交
換

が
行
わ
れ
て
い
る
の
で
す

か
。

③
児
童
相
談
所
全
国
共
通

ダ
イ
ヤ
ル
「
１
８
９
」（
い

ち
早
く
）
の
周
知
・
啓
発

へ
の
取
り
組
み
は
。 

　

子
ど
も
た
ち
の
安
全
の

た
め
に
も
、
文
教
施
設
を

除
く
別
の
場
所
に
移
す
べ

き
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
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